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羅
津
港
へ
の「
出
海
」の
持
つ
今
日
的
意
義

安
　
部
　
桂
　
司

　
　
一
、 

豆
満
江
の
水
運

　
朝
鮮
と
中
華
人
民
共
和
国
の
国
境
を
流
れ
る
豆
満
江

（
中
国
名
図
們
江
）
は
、
咸
鏡
北
道
穏
城
か
ら
下
流
約

一
二
〇

に
か
け
て
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
（
以
下
間

島
）
と
日
本
海
を
結
ぶ
水
路
と
し
て
、
水
運
が
戦
前
に

は
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
筏
流
し
で
木
材
が
運

ば
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
サ
ケ
マ
ス
漁
も
行
わ
れ
て

い
た
。

　
「
豆
満
江
口
の
土
里
は
秋
の
鮭
産
卵
期
に
は
そ
の
漁

獲
で
盛
況
を
呈
し
、
対
岸
の
蘇
領
鹿
島
に
も
朝
鮮
人
の

居
住
す
る
者
多
く
」（『
日
本
地
理
風
俗
大
系
』
改
訂
版

朝
鮮
地
方
、
誠
文
堂
新
光
社
、
一
九
三
七
年
三
月
刊
）、

鮭
漁
を
通
し
て
豆
満
江
流
域
は
朝
鮮
人
の
居
住
地
域
を

構
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
新
た
に
満
洲
へ
進
出
し
た

漢
族
に
、
施
設
を
伴
う
鮭
漁
が
行
わ
れ
て
い
た
話
は
聞

か
な
い
。
豆
満
江
の
鮭
漁
に
つ
い
て
は
、
中
流
域
の
会

寧
で
行
わ
れ
た
模
様
が
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
お
り

（『
前
掲
書
』
七
三
〇
頁
）、 

鮭
漁
は
流
域
全
般
に
行
わ

れ
て
い
た
模
様
で
あ
る
。

　
豆
満
江
流
域
の
森
林
開
発
は
上
海
・
天
津
な
ど
の
租

界
建
設
を
助
け
た
。
欧
米
系
住
民
は
居
住
空
間
に
琿
春

材
を
使
う
こ
と
を
好
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
木

材
は
筏
流
し
の
手
で
雄
基
（
現
先
鋒
）
に
運
ば
れ
た
。

雄
基
は
豆
満
江
流
域
の
木
材
積
み
出
し
港
で
あ
っ
た
。

雄
基
は
豆
満
江
河
口
の
港
と
し
て
近
代
化
し
つ
つ
あ
っ

た
。
ま
た
雄
基
は
羅
津
港
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
石

炭
積
み
出
し
港
で
も
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
豆
満
江

流
域
経
済
事
情
』
（
朝
鮮
総
督
府
鉄
道
局
営
業
課
刊
）

は
豆
満
江
流
域
の
炭
鉱
の
主
な
販
路
に
つ
い
て
、
以
下

の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
会
寧
炭
鉱
は
、
会
寧
・
清

津
・
羅
南
方
面
の
官
庁
関
係
や
家
庭
用
、
そ
れ
か
ら
鉄

道
方
面
に
も
石
炭
供
給
し
て
い
た
が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ッ
ク
か
ら
日
本
へ
の
新
販
路
の
開
拓
を
模
索
中
で

あ
っ
た
。
鶏
林
炭
鉱
は
、
一
般
家
庭
用
お
よ
び
工
場
用

炭
と
し
て
需
要
が
あ
り
、
鉄
道
局
に
も
納
入
し
て
い
た

が
、
日
本
海
横
断
航
路
を
利
用
し
裏
日
本
か
ら
京
阪
に

販
路
を
開
拓
中
で
あ
っ
た
。
鳳
儀
炭
鉱
の
大
口
販
売
先

は
鉄
道
局
と
図
們
軽
鉄
で
あ
っ
た
。
図
們
鉄
道
⑭
の
鉄

道
は
軌
間
が
狭
い
の
で
「
軽
鉄
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
ら

し
い
。
青
鶴
炭
鉱
は
雄
基
な
ど
付
近
一
帯
の
冬
季
の
燃

料
用
で
、
牛
車
で
納
入
先
へ
運
ば
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

近
く
起
工
す
る

　
豆
満
江
江
岸
鉄
道
の
開
通
が
待
た
れ
て
い
た
。
こ
の

昭
和
の
初
め
の
雄
基
の
人
口
は
、
約
五
、
五
〇
〇
人
で

あ
っ
た
。

　
鉄
道
建
設
は
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
一
〇
月
に
雄

基
か
ら
穏
城
ま
で
、
七
年
十
二
月
に
は
南
陽
に
達
し

た
。
南
陽
は
豆
満
江
を
間
に
し
て
対
岸
が
図
們
で
あ

る
。
昭
和
八
年
五
月
に
、
満
鉄
は
新
京
（
現
長
春
）
か

ら
図
們
迄
に
鉄
道
を
通
し
て
営
業
を
は
じ
め
た
。
雄
基

か
ら
図
們
、
新
京
へ
鉄
道
が
通
じ
た
の
で
あ
る
。
だ

が
、
昭
和
七
年
八
月
の
羅
津
港
建
設
の
発
表
に
よ
り
、

満
鉄
の
終
端
港
建
設
計
画
か
ら
雄
基
は
外
さ
れ
た
。

　
新
京
か
ら
雄
基
ま
で
列
車
が
通
じ
る
よ
う
に
な
っ
た

昭
和
八
年
、
雄
基
・
羅
津
間
の
延
長
一
五
、
一
七
〇

に
鉄
道
を
通
す
工
事
が
は
じ
ま
っ
て
い
た
。
雄
基
・
羅

津
間
に
は
昼
夜
兼
行
し
て
ト
ン
ネ
ル
が
掘
削
さ
れ
、
昭

和
一
〇
年
十
一
月
一
日
に
、
満
鉄
北
鮮
鉄
道
管
理
局
図

們
東
部
線
の
終
着
駅
は
雄
基
駅
か
ら
羅
津
駅
に
替
わ
っ

た
。
こ
の
年
、
雄
基
港
は
小
麦
粉
、
織
物
、
穀
類
、
セ

メ
ン
ト
類
を
入
れ
て
、
大
豆
、
石
炭
、
木
材
、
豆
粕
、

魚
類
な
ど
を
出
し
て
い
た
。
物
産
は
雄
基
港
へ
鉄
道
で

運
ば
れ
た
が
、
豆
満
江
の
水
運
に
も
依
拠
し
て
い
た
。

　
　
二
、
国
境
紛
争

　
雄
基
港
は
豆
満
江
の
河
口
か
ら
南
へ
約
二
四

に
位

置
し
て
い
る
。
昭
和
一
〇
年
（
一
九
三
五
）
版
の
『
北

鮮
線
案
内
』（
南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
北
鮮
鉄
道
管
理

局
刊
）
に
、
港
湾
の
設
備
で
は
清
津
、
羅
津
の
二
港
に

比
べ
る
と
劣
る
が
、
東
満
の
木
材
が
鉄
道
と
豆
満
江
の

流
筏
に
よ
っ
て
収
容
さ
れ
る
集
散
地
と
し
て
、
ま
た
石

炭
輸
出
港
と
し
て
重
要
な
地
歩
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
、

と
予
測
し
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
、
ソ
連
と
の
国

境
紛
争
で
あ
る
張
鼓
峯
事
件
が
起
こ
る
。
事
件
後
の
一
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三
、
石
炭
積
み
出
し
港

　
羅
津
港
の
再
開
発
に
関
わ
る
情
報
が
現
在
溢
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
中
国
の
コ
ー
ク
ス
炭
需
給
と
の
関
わ
り
が

生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
比
し
、
二
〇
〇

五
年
は
コ
ー
ク
ス
炭
の
国
際
価
格
が
倍
増
し
た
事
情
が

そ
の
背
景
に
あ
る
。
豆
満
江
流
域
の
開
発
は
一
九
九
〇

　
四
、
豆
満
江
水
運
の
今
日
的
意
義

　
朝
鮮
王
朝
（
李
朝
）
末
期
、
豆
満
江
周
辺
の
住
民
は

女
眞
族
以
外
は
江
原
道
、
慶
尚
南
北
道
、
忠
清
南
北
道

か
ら
の
移
住
民
及
び
そ
の
子
孫
が
大
部
分
で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
一
九
三
〇
年
を
区
切
り
と
し

て
咸
鏡
北
道
の
状
況
は
一
変
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
そ

の
翌
年
の
い
わ
ゆ
る
満
洲
事
変
の
勃
発
と
一
九
三
二
年

の
満
洲
国
の
建
国
が
事
情
を
一
変
さ
せ
た
か
ら
で
あ

る
。
さ
ら
に
そ
れ
を
一
変
さ
せ
た
原
因
は
、
密
山
で
の

強
粘
結
炭
発
見
と
満
鉄
の
終
端
港
建
設
で
あ
っ
た
。
李

燦
雨
は
『
図
們
江
地
域
開
発
一
〇
年
―
そ
の
評
価
と
課

九
四
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
羅
津
』（
満
鉄
北
鮮
鉄
道

事
務
所
刊
）
に
は
、
「
雄
基
よ
り
汽
車
に
て
約
三
十
分

で
彼
の
張
鼓
峯
事
件
に
て
有
名
な
洪
儀
駅
に
至
る
。

広
々
と
し
た
田
圃
が
豆
満
江
ま
で
続
き
其
の
流
を
距
て

て
指
呼
の
間
に
聳
ゆ
る
二
連
の
山
嶺
の
中
左
は
将
軍
峯

で
、
右
は
名
に
し
負
ふ
張
鼓
峯
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年

夏
所
謂
張
鼓
峯
事
件
に
於
て
我
皇
軍
は
優
勢
な
る
敵
の

機
械
化
大
部
隊
と
戦
ひ
、
敵
に
大
損
害
を
与
へ
て
遂
に

之
を
撃
退
し
て
国
境
を
確
保
し
、
国
威
を
宇
内
に
誇
示

し
た
の
で
あ
っ
た
。
壊
れ
た
る
駅
舎
と
付
近
山
野
に
見

ら
れ
る
数
多
の
砲
弾
弾
痕
は
当
時
の
激
戦
を
具
に
物
語

る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。」

　
張
鼓
峰
で
の
軍
事
衝
突
の
あ
と
、
偕
行
社
で
は
「
事

件
の
経
過
」
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
昭

和
十
三
年
八
月
七
日
午
前
一
〇
時
頃
、
ソ
連
戦
闘
機
は

洪
儀
、
四
会
両
駅
付
近
に
て
対
地
攻
撃
を
行
い
、
午
後

二
時
三
分
に
は
慶
興
付
近
に
機
銃
射
撃
と
爆
撃
を
行

い
、
朝
鮮
人
を
傷
付
け
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
図
們
東
部
線
の
駅
舎
、
豆
満
江
の
渡
船
場
、
慶
興
橋

を
爆
撃
し
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
ソ
連
は
間
島
と
雄
基

間
の
輸
送
網
へ
打
撃
を
加
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
こ
の
張
鼓
峯
事
件
以
後
、
豆
満
江
の
水
運

は
中
断
す
る
。

年
代
前
半
に
幾
た
び
も
論
じ
ら
れ
た
が
、
そ
の
時
は
中

華
人
民
共
和
国
（
以
下
中
国
）
の
製
鉄
業
が
コ
ー
ク
ス

炭
を
国
際
市
場
を
買
い
漁
る
状
況
で
な
く
、
黒
龍
江
省

東
南
部
の
コ
ー
ク
ス
炭
も
脚
光
を
浴
び
て
い
な
か
っ

た
。
周
知
の
よ
う
に
、
清
津
に
日
本
製
鉄(

株)

が
一
九

四
〇
年
代
に
製
鉄
所
を
建
設
し
た
の
は
現
黒
龍
江
省
東

南
部
の
密
山
炭
鉱
の
開
発
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
密

山
に
強
粘
結
性
の
石
炭
が
見
つ
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

当
時
の
製
鉄
業
は
輸
送
コ
ス
ト
と
の
関
わ
り
か
ら
鉱
山

よ
り
炭
田
の
近
く
に
立
地
し
た
。

　
中
国
が
黒
龍
江
省
東
南
部
で
コ
ー
ク
ス
の
生
産
に
着

手
で
き
た
の
は
、
そ
の
積
み
出
し
港
と
し
て
羅
津
港
再

開
発
へ
投
資
の
目
途
が
建
っ
た
か
ら
と
見
ら
れ
る
。
そ

の
間
の
事
情
を
韓
国
の
『
朝
鮮
日
報
』
紙
は
「
羅
津
港

に
対
す
る
五
〇
年
間
の
開
発
・
使
用
権
を
有
す
る
共
同

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
本
格
的
に
着
手
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
」（
二
〇
〇
六
年
三
月
一
〇
日
）
と
報
じ
て

い
る
。

題
』
（ERINA

　booklet

、vol.2

　2003

年2

月
刊
）

の
な
か
で
、
満
洲
国
建
国
の
一
九
三
二
年
に
豆
満
江
下

流
域
は
閉
鎖
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
東
満
か
ら
物
産

が
「
出
海
」
遮
断
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
清
津
、
羅
津

の
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
懸
け
て
の
発
展
は
な

か
っ
た
。
確
か
に
、
満
洲
国
の
成
立
は
東
支
鉄
道
に
よ

る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
の
「
出
海
」
を
閉
鎖
さ
せ

た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
満
鉄
は
京
図
線
を
建
設
し
、
羅

津
に
築
港
し
、
京
図
線
か
ら
北
鮮
鉄
道
に
繋
い
で
「
出

海
」
を
行
っ
た
。
同
時
に
清
津
と
雄
基
は
終
端
補
助
港

と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。
清
津
に
は
北
鮮
鉄
道
の
西

回
り
の
路
線
が
使
わ
れ
た
。
満
洲
国
の
首
都
新
京
か
ら

図
們
を
繋
ぐ
京
図
線
は
南
陽
で
北
鮮
線
と
な
り
、
そ
の

北
鮮
線
は
南
陽
・
羅
津
間
の
東
回
り
と
南
陽
・
清
津
間

の
西
回
り
の
路
線
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
一
九
三
八
年
の
張
鼓
峯
事
件
は
豆
満
江
下
流
域
の
水

運
を
途
絶
さ
せ
、
一
時
的
に
は
洪
儀
駅
へ
の
空
爆
で
鉄

路
も
止
め
た
。
だ
が
、
北
鮮
線
は
西
廻
り
も
あ
り
、
満

洲
国
の
「
出
海
」
を
ソ
連
は
途
絶
出
来
な
か
っ
た
。
そ

し
て
皮
肉
な
こ
と
に
、「
出
海
」
が
途
絶
す
る
の
は
ソ

連
軍
の
一
九
四
五
年
夏
の
こ
の
地
域
へ
の
侵
略
以
降
で

あ
る
。
豆
満
江
流
域
が
社
会
主
義
一
色
に
染
ま
っ
て
か

ら
「
出
海
」
が
途
絶
し
た
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
四
年
末
に
コ
ー
ク
ス
炭
価
格
が
倍
増
し
て
か

ら
、
東
満
の
強
粘
結
炭
の
持
つ
資
源
価
値
が
高
ま
り
、

中
国
が
石
炭
積
み
出
し
港
を
羅
津
に
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、「
出
海
」
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
単
純
に

は
見
え
る
が
、
羅
津
の
五
〇
年
間
租
借
問
題
の
背
景
に

は
満
洲
国
の
産
業
開
発
の
や
り
方
を
中
国
が
見
習
い
始

め
た
こ
と
が
あ
る
、
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
べ
け
い
じ
・
技
術
史
研
究
家
）
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